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定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に
！

本
人
確
認
書
類
と
通
帳
の
写
し
を
お
忘
れ
な
く

２

こ
の
た
び
、
高
齢
者
叙
勲
に
、
元
勝
浦
町
議
会
議
長
の
山

路
保
義
さ
ん
（
沼
江
）
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

山
路
さ
ん
は
、
勝
浦
町
議
会
議
員
と
し
て
十
二
年
間
在
職

さ
れ
ま
し
た
。
在
職
中
は
、
船
井
電
機
、
中
野
鉄
工
(株)
勝
浦

工
場
（
現

(株)
ナ
カ
テ
ツ
徳
島
工
場
）
の
企
業
誘
致
や
、
ご
み

焼
却
場
の
建
設
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
農
業
振
興
等
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
勝
浦
町
議
会
議
長
と
し
て
、
議
会
の
運
営

に
お
い
て
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
は
、
こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
足
跡
は
、
今
日
の

勝
浦
町
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
き
な
財
産
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

山
路
さ
ん
の
町
に
対
す
る
永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
回
の
受
章
に
対
し
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

山
路
保
義
さ
ん
（
沼
江
）

高
齢
者
叙
勲
の
受
章

黒岩愛育班

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
が
主

催
し
た
平
成
二
十
一
年
「
愛
育
班
員
の
手
記
」

募
集
で
、
黒
岩
愛
育
班
班
長
の
三
好
義
男
さ
ん

が
、
”

私
と
愛
育
の
心

“
と
題
し
、
投
稿
し
た

手
記
が
入
選
し
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

三
好
愛
育
班
班
長
さ
ん
が
、
愛
育
班
組
織
の

存
続
の
大
切
さ
を
感
じ
、
班
長
を
引
き
受
け
た

こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
ご
自
分
が
今
ま
で
行
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
や
妻
の
介
護
等
を
通
し
、
高
齢
化
す
る

中
で
地
域
の
人
た
ち
が
よ
り
一
層
助
け
合
い
、

心
を
通
じ
合
わ
せ
な
が
ら
組
織
を
大
切
に
し
、

発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

内
容
の
手
記
で
す
。
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



くわ入れをする

飯泉知事（左）と中田町長

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に
！

本
人
確
認
書
類
と
通
帳
の
写
し
を
お
忘
れ
な
く

３

主要地方道阿南勝浦線は、阿南市の一般国道55号を

起点として、勝浦町の県道徳島上那賀線に至る約９㎞

の幹線道路であります。

しかし沼江地区では、線形不良および幅員狭小のた

め、朝夕の通勤時間帯は特に混雑するなど、通行の安

全性が十分確保できていない状況であります。

このため、南側に延長500ｍ、幅員9.25ｍの二車線の

バイパスを設けます。完成は2011年度末の予定です。

箇 所 勝浦郡勝浦町沼江

規 格 ３種４級

延 長 500ｍ

幅 員 幅員９．25ｍ

（車道２．75ｍ×２ 片側歩道２．５ｍ）

事 業 費 約５億円

生
名
地
区
に
建
設
予
定
さ
れ
て
い
る
「
道

の
駅
」
を
住
民
自
ら
が
考
え
、
多
く
の
意
見

を
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
「
第
一
回
み
ん
な
で
つ

く
る
勝
浦
道
の
駅
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
五

月
十
七
日
(日)
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
約
五
十
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
午
前
中

夢
の
勝
浦
道
の
駅
Ｐ
Ｒ
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

た
め
、
六
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
生
名
谷
川
沿

い
や
、
東
林
庵
、
森
城
跡
、
ロ
マ
ン
発
電
所
、

勝
浦
高
校
実
習
園
な
ど
を
見
学
し
、
ま
た
Ｊ

Ａ
よ
っ
て
ネ
市
で
は
、
販
売
員
さ
ん
や
お
客

さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
取
材
を
し
ま
し
た
。

午
後
は
持
ち
寄
っ
た
地
元
食
材
を
食
し
な

が
ら
意
見
交
換
し
、
そ
の
後
班
毎
に
Ｐ
Ｒ
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

勝
浦
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
七
月
・
九
月
・
十
月
と
開
催
す
る
予
定

で
す
。

ＰＲマップ作成 実習園見学 周 辺 散 策

み
ん
な
で
つ
く
る

「
勝
浦
道
の
駅
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第１回
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定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に
！

本
人
確
認
書
類
と
通
帳
の
写
し
を
お
忘
れ
な
く

４

勝浦町中山間地域等直接支払事業の実施状況

※問い合わせ 勝浦町産業建設課 （42）1505 IP (代) 050（3438）7148

協 定
集落名

交付金額

（円）

協定対象農用地面積（㎡） 集落マスタープラン

計（㎡）
田 畑

目指す将来像急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

１ 石 原 54 3,565,176 329,876 12,181 76,470 231,666 9,559
水田については、機械の共同化や作業委託を進め
る。樹園地については、農道の整備・機械の共同
化とともにリーダーを育成し、作業委託を進める。

２ 沼 江 46 3,025,883 263,278 30,252 58,736 163,836 10,454
水田については、既存担い手への作業委託を進め
る。樹園地についても、リーダーを育成し、作業
委託を進める。農産物の加工販売を実現する。

３ 掛 谷 18 881,549 102,977 10,775 2,110 40,384 49,708
機械の共同化（防除機械等）を実施し、労働力
の軽減を図っていく。後継者が他業種に従事し
ながらも農地を管理できる体制を作りたい。

４ 山 西 31 1,342,372 175,055 4,997 857 79,797 89,404
機械の共同化（防除機械等）を実施し、労働
力の軽減を図っていく。定年帰農者を中心に
後継者を育成する。

５ 中 角 32 2,599,463 226,089 0 0 226,019 70
新たに担い手を育成し、農地集積や作業委託
することにより、農地を維持する。学校教育
との連携により、体験農園を実施する。

６ 生 名 70 3,599,381 355,807 12,450 22,419 254,412 66,526
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。

７ 今 山 43 3,306,100 288,662 0 0 286,973 1,689
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。隔年交互結実栽培を推進し、収
益向上を図る。

８ 黒 岩 14 621,310 54,027 0 0 54,027 0
新規就農者（定年帰農者）を育成し、農地の
保全を図る。優良品目を導入して収益向上を
目指す。

９ 星 谷 64 3,757,681 384,641 0 2,364 300,100 82,177
育成する認定農業者を中心に農地保全に努め
る。機械の共同化を推進し、コスト削減をし、
収益向上を目指す。

10 久 国 47 1,715,739 195,845 10,105 4,849 103,953 76,938
定年帰農者を中心にリーダーを育成し、農作
業委託を進める。

11
棚 野
石 倉 谷

29 878,876 83,484 0 1,780 72,334 9,370
定年退職者を中心に、新規就農者を確保する。
リーダーを育成し、剪定・収穫等の農作業委
託を進める。

12 棚野大谷 17 1,352,667 115,411 2,678 0 112,733 0
新品種・新品目の導入や集落の農産物を活用
した加工品の開発・販売により収益の向上を
図る。

13 中山第1 23 1,000,742 89,211 0 0 86,063 3,148
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。

14 中山第2 39 2,949,875 244,583 14,439 0 230,144 0
水田については、作業委託を進める。樹園地に
ついては、認定農業者等リーダーを育成し、リー
ダー中心に営農指導を行い農地を保全する。

15 中山第3 57 2,681,588 233,734 10,820 12,578 202,196 8,140
水田については、担い手に作業委託を進める。
樹園地については、機械の共同化を進める。

16 横瀬立川 19 1,285,697 107,586 7,207 0 97,878 2,501
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託の推進や畜産農家との連携により、農地を
維持したい。

17 横瀬前川 16 750,129 66,693 0 0 64,588 2,105
新規就農者を確保し、認定農業者を育成する。
担い手に作業委託を進め農地を維持していく。

18 横瀬寺谷 6 474,225 41,237 0 0 41,237 0
認定農業者等（リーダー）を育成し、営農指
導を進める。優良品目の導入やマルチ栽培・
隔年交互結実栽培を推進し、収益向上を図る。

19
与 川 内
下 分

26 1,417,233 123,436 0 0 123,151 285
認定農業者等（リーダー）を育成し、香酸果樹園
を中心に農作業委託を進める。与川内宮平集落
との連携により、都市住民との交流を推進する。

20
与 川 内
宮 平

36 3,423,519 285,712 19,091 1,846 260,141 4,634
認定農業者等（リーダー）を育成し、営農指
導を進める。与川内下分集落との連携により、
都市住民との交流を推進する。

21 坂本3部 42 1,351,136 155,570 2,459 2,262 136,402 14,447
果樹オーナー制度の推進や坂本３集落の連携に
よる、都市住民との交流（やすらぎの森・グリー
ンツーリズム）により、集落を活性化させる。

22 坂本松尾 31 1,194,101 135,761 0 0 127,183 8,578
既存リーダーを中心とした営農指導や坂本３集落
の連携による、都市住民との交流（やすらぎの森・
グリーンツーリズム）により、集落を活性化させる。

23 坂本黄檗 14 1,205,707 107,048 1,333 0 100,964 4,751
認定農業者を育成し、リーダーを中心とした営農指
導や作業委託を進める。坂本３集落の連携による、
都市住民との交流により、集落を活性化させる。

774 44,380,149 4,165,723 138,787 186,271 3,396,181 444,484

平 成 20 年 度
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定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に
！

本
人
確
認
書
類
と
通
帳
の
写
し
を
お
忘
れ
な
く

５

南
海
地
震
は
今
後
三
十
年
以
内
に
五
十
％
程

度
の
確
率
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

南
海
地
震
で
の
震
度
は
、
徳
島
県
で
は
震
度

六
強
～
震
度
五
強
の
揺
れ
が
起
こ
り
、
建
物
の

倒
壊
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
震
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
対
策

と
し
て
、
町
内
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐

震
改
修
補
助
金
の
募
集
を
し
ま
す
。

★
耐
震
診
断
事
業
・
耐
震
改
修
費
補
助
金

《
耐
震
診
断
》

目

的

地
震
に
対
す
る
木
造
住
宅
の
安
全

性
の
向
上
を
図
る
。

対

象

昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
。

自
己
負
担

一
戸
建
て

三
千
円
（
診
断
費
用
三
万
三
千

円
う
ち
三
万
円
は
町
が
負
担
）

共
同
住
宅

六
千
円

耐
震
補
強
工
事

耐
震
診
断
結
果
０．

７
未
満
の
住
宅

一
定
水
準
以
上
の
耐
震
補
強
を
行
っ
た
場

合
、
町
か
ら
最
大
六
十
万
円
の
補
助
金

《
耐
震
改
修
》

目

的

地
震
発
生
時
に
お
け
る
木
造
住
宅

の
倒
壊
等
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
。

対

象

昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
。

耐
震
補
強
工
事

一
定
水
準
以
上
の
耐
震
補
強

を
行
っ
た
場
合
、
町
か
ら
最
大
六
十
万
円

の
補
助
金

お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
産
業
建
設
課

（
４
２
）
１
５
０
６

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

★
専
用
住
宅
の
家
具
転
倒
防
止
金
具
設
置
事
業

目

的

南
海
・
東
南
海
地
震
に
対
す
る
専

用
住
宅
の
安
全
性
向
上
を
図
る
。

対

象

町
内
一
円

自
己
負
担

家
具
転
倒
防
止
金
具
の
材
料
費

大
工
作
業
賃
金

全
額
補
助

（
技
術
提
供
…
大
工
雇
用
登
録
者
派
遣
）

斡
旋
方
法

戸
別
訪
問
及
び
電
話

期

間

六
月
一
日
～
十
月
三
十
日

お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
商
工
会
内

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）８
８
３
６

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
国
民
の
休
日
に
関
す
る
法
律

に
定
め
る
休
日
を
除
く
）

★
専
用
住
宅
の
家
具
転
倒
防
止
金
具
の
設
置

大
工
登
録
者
募
集
に
つ
い
て

募
集
期
間

六
月
一
日
～
六
月
三
十
日

対

象

者

大
工
失
業
状
態
に
あ
る
も
の

作
業
期
間

六
月
一
日
～
十
月
三
十
日

大
工
賃
金

平
成
二
十
年
度
徳
島
県
土
木
工
事

実
施
設
計
単
価
（
十
月
一
日
以
降
適
用
昼
間

単
価
）
に
よ
る

作
業
内
容

家
具
転
倒
防
止
金
具
持
参
し
設
置

（
専
用
住
宅
の
所
有
者
か
ら
金
具
代
直
接
受
領
）

お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
商
工
会
内

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）８
８
３
６

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
国
民
の
休
日
に
関
す
る
法
律

に
定
め
る
休
日
を
除
く
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

耐
震
改
修
を
し
ま
せ
ん
か

日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
公
的
国
際
交
流
百
四

十
周
年
記
念
行
事
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
民
族
博
物
館
で

行
わ
れ
、
人
形
浄
瑠
璃
の
公
演
に
「
勝
浦
座
」
が
出
演
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
五
月
十
四
日
(木)
早
朝
に
本
町
を
出
発
し
、
関
西
空
港

か
ら
ド
イ
ツ
を
経
由
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
到
着
。
長
旅
の
疲
れ

を
取
る
間
も
な
く
、
舞
台
設
営
と
リ

ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
し
、
本
番
を
迎

え
ま
し
た
。

「
式
三
番
叟
」
「
え
び
す
舞
」
「
傾
城

阿
波
の
鳴
門

順
礼
歌
の
段
」
の
三

演
目
を
披
露
す
る
と
、
観
客
か
ら
は

鳴
り
止
ま
な
い
大
き
な
拍
手
。
公
演

後
、
舞
台
を
降
り
て
、
人
形
を
身
近

で
見
て
い
た
だ
き
、
大
変
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

二
日
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
日
本
の
、
そ
し
て
徳

島
の
伝
統
芸
能
を
遠
い
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
舞
台
で
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
時
間
は
、
勝
浦
座
に
と
っ
て
歴
史

の
一
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
公
演
に
参
加
す

る
に
あ
た
り
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
紙

面
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
勝
浦
座
一
同
）

写
真
提
供

岩
朝
利
治

氏

人
形
浄
瑠
璃
「
勝
浦
座
」
海
外
公
演

報
告



ラア カ ル ト報情

育
児
の
応
援
を
依
頼
し
た
い
人
・
育

児
の
応
援
を
で
き
る
人

会
員
募
集
！

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
と
は

｢

育
児
の
応
援
を
依
頼
し
た
い｣

｢
少

し
育
児
の
応
援
が
で
き
る｣

と
い
う
人

が
会
員
登
録
し
、
育
児
の
相
互
援
助
を

有
料
で
行
う
組
織
で
す
。

徳
島
県
内
に
お
い
て
は
、
徳
島
市
、

鳴
門
市
、
阿
南
市
、
美
馬
市
、
板
野
東

部
の
各
市
町
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
か
ら
徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
、
勝
浦
町
の

ほ
か
小
松
島
市
・
佐
那
河
内
村
・
石
井

町
・
神
山
町
が
加
入
し
ま
し
た
。

◎
育
児
の
応
援
を
依
頼
し
た
人

（
依
頼
会
員
）

依
頼
会
員
は
、
徳
島
市
・
小
松
島
市
・

勝
浦
町
・
佐
那
河
内
村
・
石
井
町
・

神
山
町
内
に
お
住
ま
い
か
、
事
業
者

に
勤
務
し
て
い
る
方
。

〇
才
か
ら
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
子
ど

も
の
子
育
て
の
応
援
を
受
け
た
い
方
。

☆
利
用
料
は
援
助
を
受
け
た
依
頼
会
員

が
、
提
供
会
員
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

〈
利
用
料
〉

月
～
金

午
前
七
時
～
午
後
九
時

一
時
間

七
百
円

右
記
以
外
は

一
時
間

八
百
円

◎
育
児
の
応
援
で
き
る
人（
提
供
会
員
）

提
供
会
員
は
、
徳
島
市
・
小
松
島
市
・

勝
浦
町
・
佐
那
河
内
村
・
石
井
町
・

神
山
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
に
限
ら

れ
ま
す
。

応
援
活
動
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
保
険
に
加
入

し
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
利
用
す
る
に
は
、
徳
島
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ

の
申
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
方
法
に
つ
い
て
、
十
名
以
上

集
ま
れ
ば
、
徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
説
明
に
き

て
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー

〒
７
７
０
ー
０
９
４
２

徳
島
市
昭
和
町
三
丁
目
三
五
ー
一

０
８
８（
６
１
１
）１
５
５
１

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

★
六
月
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
と
保
護
者
）

★
育
児
相
談

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所

相
談
・
電
話
相
談

お
願
い

駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
車
の
方
は
で

き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
き
て
く
だ

さ
い
。
お
近
く
の
方
は
徒
歩
等
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）
７
４
７
３

24日(水) 17日(水) 10日(水) ３日(水)

★
園
庭
開
放

保
育
所
の
お
友
達
と
一
緒

に
遊
び
ま
し
ょ
う

★
歌
を
歌
っ
た
り
、
手
遊
び
を

し
ま
し
ょ
う

★
七
夕
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を

し
ま
し
ょ
う

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
六
月
生
の
お
誕
生
会

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
見
ま

し
ょ
う

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を

し
ま
し
ょ
う

★
大
き
な
絵
本
を
見
ま
し
ょ
う

★
園
庭
開
放

保
育
所
の
お
友
達
と
一
緒

に
遊
び
ま
し
ょ
う

★
虫
歯
予
防
の
話
を
聞
き
ま

し
ょ
う

子育て

支援センター

事業から

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に
！

本
人
確
認
書
類
と
通
帳
の
写
し
を
お
忘
れ
な
く

６

�
�
�
�
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�
�	



�
�
�

�

�
�

�
�
�
�
�

��
��



平
成
二
十
一
年
度

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
の
ご
案
内

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に
！

本
人
確
認
書
類
と
通
帳
の
写
し
を
お
忘
れ
な
く

7

(財)
日
本
遺
族
会
で
は
、
「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
・

補
助
を
受
け
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
地
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

費
用
は
、
賛
助
金
と
し
て
一
律
十
万

円
（
沖
縄
は
五
万
円
）
で
す
。

日
程
等
の
詳
細
は
、
(財)
日
本
遺
族
会

事
業
課
事
業
係

０
３
（
３
２
６
１
）５

５
２
１
〈
内
線
３
６
５
６
～
８
〉
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
徳
島
県
遺
族
会
に
て

お
願
い
し
ま
す
。

【
近
々
の
実
施
地
域
お
よ
び
申
込
期
日
】

①
旧
ソ
連
（
七
月
十
五
日
～
二
十
三
日
）

六
月
一
日
ま
で

②
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

（
八
月
二
十
日
～
二
十
九
日
）

七
月
五
日
ま
で

③
マ
リ
ア
ナ
諸
島
（
九
月
二
日
～
八
日
）

七
月
十
五
日

④
中
国
（
九
月
十
八
日
～
二
十
六
日
）

八
月
一
日
ま
で

⑤
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

（
十
月
十
日
～
十
七
日
）

八
月
二
十
日
ま
で

子
ど
も
の
頃
か
ら
生
涯
を
通
じ
た
歯

の
健
康
づ
く
り
を
行
い
、
八
十
歳
に
な
っ

て
も
自
分
の
歯
を
二
十
本
以
上
保
と
う

と
い
う
「
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル

二
イ

マ
ル
）
運
動
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
歯
科
医
師
会
に
お
い
て
、
こ

の
「
８
０
２
０
運
動
」
を
推
進
す
る
た

め
、
「
良
い
歯
の
高
齢
者
」
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
方
法

歯
科
医
院
か
ら
の

『
よ
い
歯
の
高
齢
者

歯
科
検
診
票
』
に
よ

る
申
込
に
限
り
ま
す
。

８
０
２
０
に
該
当
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方
は
県
医
師
会
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
『
よ
い
歯
の
高
齢
者
歯
科
検

診
票
』
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
か
か

り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

対

象
県
内
に
在
住
の
八
十
歳
以
上
（
昭
和

五
年
三
月
三
十
一
日
生
ま
れ
ま
で
）
で
、

ご
自
分
の
歯
を
二
十
本
以
上
お
持
ち
の

人
（
入
れ
歯
以
外
）
で
、
日
常
生
活
に

支
障
の
な
い
程
度
、
身
体
も
健
康
な
人
。

（
た
だ
し
、
過
去
に
受
賞
さ
れ
た
人
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

募
集
締
め
切
り

七
月
三
十
一
日
(金)

応
募
先

〒
７
７
０
ー
０
０
０
３

徳
島
市
北
田
宮
一
丁
目
八
番
六
五
号

徳
島
県
歯
科
医
師
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
８（
６
３
１
）３
９
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
８（
６
３
１
）４
１
７
９

表
彰
式

～
健
康
を
考
え
る
県
民
の
つ
ど
い
～

と

き

九
月
十
一
日
(金)

会

場

徳
島
県
郷
土
文
化
会
館

平
成
二
十
一
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
一

日
か
ら
七
月
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平
成
二
十
年
度
分
の
確
定
保
険
料
と
、

平
成
二
十
一
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の

申
告
・
納
付
手
続
を
、
「
労
働
保
険
確

定
・
概
算
保
険
料
申
告
書
」
に
よ
り
七

月
十
日
(金)
ま
で
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

０
８
８
（
６
５
２
）
９
１
４
３

８
０
２
０
推
進
運
動

「
良
い
歯
の
高
齢
者
」の

募
集
に
つ
い
て

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ
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定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に
！

本
人
確
認
書
類
と
通
帳
の
写
し
を
お
忘
れ
な
く

８

(社)
徳
島
県
自
殺
予
防
協
会
で
は
、
悩

み
を
持
つ
人
に
対
し
て
、
心
を
傾
け
て

話
を
聴
く
こ
と
の
で
き
る
人
（
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
次
の
と
お
り
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

わ
か
ら
せ
よ
う
と
す
る
よ
り
、
わ
か

ろ
う
と
す
る
「
話
の
聴
け
る
人
」
に
な

る
た
め
、
一
緒
に
考
え
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

研
修
内
容

傾
聴
・
人
間
成
長
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

講
座
（
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

六
ヶ
月
間

二
十
回
）

傾
聴
と
よ
り
豊
か
な
人
間
形
成
と
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
ぶ
。

講
師

徳
島
い
の
ち
の
電
話
創
設
者

理
事
長

近
藤
次
郎

氏

他

受
講
料

三
万
円

研
修
会
場

【
阿
南
市
コ
ー
ス
】

・
研
修
会
場

阿
南
セ
ン
タ
ー

(

青
少
年
健
全
育
成
セ
ン
タ
ー
一
階)

阿
南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
一
一
一
ー
二

・
研
修
日
時

毎
週
水
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

夜
の
部

午
後
六
時
三
十
分
～

八
時
三
十
分

・
開
講
日

七
月
八
日
(水)

【
徳
島
市
コ
ー
ス
】

・
研
修
会
場

希
望
館
生
涯
学
習
大
学
（
本
部
）

徳
島
市
昭
和
町
七
丁
目
四
十
ー
六

・
研
修
日
時

毎
週
木
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

昼
の
部

午
後
一
時
三
十
分
～

三
時
三
十
分

夜
の
部

午
後
六
時
三
十
分
～

八
時
三
十
分

・
開
講
日

七
月
九
日
(木)

申
込
・
問
い
合
わ
せ

(社)
徳
島
県
自
殺
予
防
協
会

０
８
８（
６
５
２
）６
１
７
１

申
込
受
付

六
月
三
十
日
(火)
ま
で

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、

受
講
申
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
六
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、

親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

《
五
月
活
動
報
告
》

五
月
十
二
日
に
、
第
一
回
目
の
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
し
た
。
総
勢
二

十
名
近
く
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
や

お
父
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
と

て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
講
師
の

先
生
の
指
導
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル
の

パ
ッ
チ
テ
ス
ト
を
し
て
か
ら
少
し
ず
つ

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
て
い
き
ま
し
た
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
の
が
初
め
て
の

人
ば
か
り
で
し
た
が
、
中
に
は
お
母
さ

ん
に
な
で
て
も

ら
っ
て
う
っ
と

り
と
気
持
ち
よ

く
寝
て
し
ま
い

そ
う
な
赤
ち
ゃ

ん
も
い
ま
し
た
。

親
子
で
ふ
れ
あ

う
良
い
時
間
に

な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ
０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

URL
http

:
//blog

.
goo

.
ne

.
j
p/

h
a
gu

kum
i

―2006

行事予定

23日(火) 16日(火) ９日(火) ２日(火)

野
菜
ス
タ
ン
プ
で
エ
コ

バ
ッ
ク
を
作
ろ
う

横
田
先
生
の
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
＆
お
歌
、
手

遊
び

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

シ
ャ
ボ
ン
玉
、
お
外
で

遊
ぼ
う

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
に
つ
い
て

～
自
殺
予
防
に
む
け
て
～

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��



定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に
！

本
人
確
認
書
類
と
通
帳
の
写
し
を
お
忘
れ
な
く

９

◆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ピ
ザ
報
告

五
月
九
日
(土)
勝
浦
町
民
体
育
館
か
ら

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
ま
で
、
総
勢

三
十
七
名
が
、
四
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
い
、
昼
食
に
は
、
ピ
ザ
生
地
を

自
分
で
伸
ば
し
自
分
流
の
ト
ッ
ピ
ン
グ

を
し
て
、
石
窯
で
焼
き
、
直
径
二
十
三

セ
ン
チ
の
ピ
ザ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

天
気
も
最
高
、
ピ
ザ
の
味
も
最
高
で
し

た
。
宝
探
し
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
バ
ト

ミ
ン
ト
ン
を
し
た
り
、
な
つ
か
し
い
昔

話
を
し
て
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
、

子
ど
も
達
も
最
後
ま
で
完
歩
し
て
、
達

成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

◆
パ
ス
テ
ル
和
（
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
）

ア
ー
ト
の
教
室
の
ご
案
内

徳
島
県
で
の
教
室
は
、
数
少
な
く
、

ど
な
た
で
も
楽
し
め
て
、
作
品
も
制
作

で
き
ま
す
。

日

時

六
月
二
日
(火)
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

時

間

午
後
三
時
三
十
分
～
五
時

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

参
加
料

一
回

一
チ
ケ
ッ
ト

五
百
円

内

容

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
各
種
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

用

具

用
具
は
主
催
者
が
用
意
し
ま

す
が
、
別
途
受
講
料
が
必
要
で
す
。

◆
平
成
二
十
一
年
度

地
区
対
抗
九
人

制
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

七
月
六
日
(月)
・
七
日
(火)
・
八
日
(水)

午
後
八
時
～

会

場

生
比
奈
小
学
校
体
育
館

参
加
資
格

町
内
在
住
の
高
校
生
以
上

参

加

費

一
チ
ー
ム

千
円

賞

品

参
加
チ
ー
ム
に
よ
り
決
定

保

険

料

別
途
必
要

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

（
４
２
）３
６
７
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）８
３
０
５

Ｅ
メ
ー
ルkfriends@27.fan-site.net

ＨＰ
アドレ
スhttp://kfriends.fan-

site.net/index.html

Ｋ-

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
よ
り

お
知
ら
せ

勝浦町住民基本台帳閲覧状況公表平成20年度

勝浦町住民基本台帳閲覧事務取扱要綱第10条により、毎年1回住民基本台帳の閲覧の状況を

公表することが定められています。今回は、平成20年４月から平成21年３月までに申請のあっ

た住民基本台帳の閲覧状況を次のとおり公表します。

申出者の氏名 利用目的の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

棚野区長 稼 勢 虎 正 棚野地区敬老会名簿の作成
平成20年

４月１日
棚野地区の75歳以上の住民

自衛隊徳島地方協力本部長
神 宮 万 和

自衛官等の募集に伴う広報 ５月19日 昭和61年４月２日から平成４
年４月１日までに生まれた者

社団法人 新情報センター
事務局長 平 谷 伸 次

民法の成年年齢に関する世論調
査の調査対象者名簿作成のため

６月18日 沼江地区の18歳以上の者で男
女問わず 14件

株式会社日本リサーチ
センター 代表取締役社長
鈴 木 稲 博

生活意識と文化についての国際
比較調査（日本）の対象者抽出
のため

６月25日
棚野地区の満20歳以上69歳以
下の男女個人28名

勝浦町社会福祉協議会
会長 細 川 寛

一人暮らし、母子、父子家庭等
への支援活動

８月５日
～９月16日

全町民

石原区長 竹 村 幸 石原地区敬老会名簿の作成
平成21年
１月30日

石原地区で平成21年４月30日現
在、75歳以上の住民

星谷区長 坂 田 淳 一 星谷地区敬老会名簿の作成 ３月11日
星谷地区で昭和10年以前に生
まれた住民

沼江区長 後 藤 雄 一 沼江地区敬老会名簿の作成 ３月23日
沼江地区で平成21年4月現在、
75歳以上の住民

西岡区長 前 田 道 夫 西岡地区敬老会名簿の作成 ３月30日
西岡地区で平成21年現在、75
歳以上の住民
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日 時 平成21年６月７日（日）

午前８時～11時まで
※悪天候の場合は６月14日(日)に延期します。

場 所 星谷運動公園 駐車場

料 金 家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円（別表参照）

その他 産業廃棄物および事業系廃棄物は、取り

扱いできませんのでご了承ください。

（例）車両、建設廃材、ガスボンベ、農機具、

バッテリー、毒物などの危険なもの

ごみの出る量を減らすために、修理可能な

物は修理をする、リサイクルできるものは、

リサイクルショップへの売却や知人にあげた

りしましょう。

注意：当日は、家電４品目（エアコン･テレ

ビ･電気冷蔵冷凍庫・電気洗濯機）に

ついては受け取りをしません。

①家電小売店に引き取りを依頼してください。

②廃棄のみで、購入した小売店が営業をしてい

ない場合のみ、役場住民課で受け取りをいた

します。[月曜日から金曜日（祝日・振替休日

を除く）の午前８時30分から午後５時までの

間] 事前に郵便局でリサイクル料金を払って

から廃棄する家電品と運搬料金（１個2,000円）

をご持参ください。

※一部の会社の製品は

この料金と違うもの

があります。別に郵
便局で手数料120円

必要です。

リサイクル料金（標準）

エ ア コ ン 3,150円

テ レ ビ 2,835円

電気冷蔵庫・冷凍庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

問い合わせ 勝浦町住民課 (42)1501

ＩＰ（代） 050(3438)7148

各家庭から排出される生ごみの減量化、資源化を図

るために、生ごみの処理容器の半額補助制度を実施し

ています。

希望される方は、別紙申請書（保健部長さんからの

回覧又は町役場にあります。）に記入し、印鑑をご持

参のうえ、町役場までお越しください（今年度から保

健部長さんによる取りまとめは行いません。申請後、

半額券（決定通知書）をお渡ししますので下記取扱店

に持参し、販売価格の半額で購入してください。）。

＜勝浦町生ごみ処理容器設置事業取扱店＞

＜勝浦町生ごみ処理容器あっせん機種＞

機種によってそれぞれ特徴が違います。

詳しくは取扱店でおたずねください。

＜補 助＞ 購入価格の半額

＜補助対象個数＞

申し込み数量は、１戸当たり２個までとする。

＜その他＞

(1)家の近くに容器を設置する土地があること。

(2)半額券（交付決定通知書）を受けてから購入してく

ださい（受ける前に購入すれば、補助金を受けら

れませんので、ご注意ください。）。

(3)生ゴミの処理には、コンポストの他に発酵促進剤

と防虫剤が必要です（補助の対象にはなりません。）。

＜申し込み期限＞ ６月30日(火)まで

＜お問い合わせ＞ 勝浦町住民課

（42）1501 IP(代)050（3438）7148

生ごみ処理容器（コンポスター）

の補助制度について

登録販売店（五十音順） 所在地 電話番号 商 品 名

大西金物店
勝浦町
西 岡

（42）3071

タフコンポ

ミラクルコンポ

コンポエース(200を除く）

こ ん ど う
金 物 店

勝浦町
西 岡

（42）3072

タフコンポ

ミラクルコンポ

コンポエース

美馬商事㈲
勝浦町
横 瀬

（42）3196

タフコンポ

ミラクルコンポ

コンポエース

商 品 名 容量( ） 販売価格（税込） メーカー

タフコンポ N0.130 130 3,300
㈱サンコー
プラスティック

タフコンポ N0.150 150 4,100

タフコンポ N0.250 250 5,800

ミラクルコンポ100型 100 4,600

新 輝合成 ㈱ミラクルコンポ150型 150 5,700

ミラクルコンポ200型 200 7,000

コンポエース130 130 4,450
アロン化成㈱

コンポエース200 200 6,760
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品 目 手数料の額

机またはテーブル
（ひきだし等収納部
分がないもの）

卓の最長の辺の長さ
または最大径が１.５
ｍ未満のもの

(運搬処分)

１個 500円

テレビ台

電話台

ワゴン 台の最長の辺の長さ
が１ｍ未満のもの

じゅうたんまたは
電気カーペット

８畳未満に相当する
大きさのもの

ふとん，毛布またはマットレス

衣装箱

ブラインド

いす（ソファー）
１人で使用する構造
のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、そ
の他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
１.５ｍ未満のもの

いす（ソファー以
外のもの）

２人以上で使用する
構造のもの

(運搬処分)

１個 700円

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、そ
の他の棚付き家具

幅および高さの合計
が１.５ｍ以上２ｍ未
満のもの

机またはテーブル
（ひきだし等収納部
分があるもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が１.５ｍ
未満のもの

机またはテーブル
（その他のもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が１.５ｍ
以上のもの

ベッド
（マットレスを除く）

ベビーベッド、１人で
使用する構造のもの

ベッドのマットレス スプリングのないもの

ワゴン 台の最長の辺の長さ
が１ｍ以上のもの

じゅうたんまたは
電気カーペット

８畳以上に相当する
大きさのもの

鏡台

アコーディオンカーテン

いす（ソファー）
２人以上で使用する
構造のもの

(運搬処分)

１個 1,000円

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、そ
の他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
２ｍ以上のもの

机またはテーブル
（ひきだし等収納部
分があるもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が１．５ｍ
以上のもの

ベッド
(マットレスを除く)

２人で使用する構造
のもの

ベッドのマットレス スプリングのあるもの

ふとん乾燥機

(運搬処分)

１個 500円

ミシン（卓上式のもの）

加湿器

換気扇

空気清浄機

除湿機

扇風機

アンプ

カセットレコーダーまたはミニディスクレコーダー

コンパクトディスクプレーヤー

レコードプレーヤー

スピーカー

チューナー

ビデオテープレコーダー

DVDレコーダーおよびプレーヤー

テレビジョン受信機15型以下
（特定家庭用機器廃棄物を除く）

ディスプレイ15型以下（パソコン用を除く）

ワードプロセッサー（デスクトップ型以外のもの）

スキャナー

カーナビゲーション

ガスコンロまたはガステーブル

ストーブ

ファンヒーター

品 目 手数料の額

瞬間湯沸器

(運搬処分)

１個 500円

温水洗浄便座

こたつ（こたつ板含む）

照明器具

食器乾燥機

炊飯器

ズボンプレッサー

電気掃除機

ホットプレート

編み機
(運搬処分)

１個 700円

食器洗機（乾燥機能を有するものを含む)

ミシン（卓上式以外のもの）

ファクシミリ

ウィンドウファン

(運搬処分)

１個 1,000円

カラオケの演奏装置

マッサージ器を内蔵したいす

マッサージ器

電子レンジ

オーブン

ディスプレイ16型以上（パソコン用を除く）

ワードプロセッサー（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）

テレビジョン受信機16型以上
（特定家庭用機器廃棄物を除く）

プリンター

ギター

(運搬処分)

１個 500円

水槽

ペット用のかごまたは小屋

スキー板（ストック含む）

スノーボード

脚立またははしご

車いす

アンテナ

米びつ

スーツケース

ゴルフクラブ（複数ある場合は、ひも等で束ねた
ものの最大の外周が１ｍ以下のもの）またはゴル
フバッグ（これに収納されたゴルフクラブを含む）

幼児用三輪車

荷物運搬用の一輪車

ベビーカー

物干し台

物干しざお

その他・棒状のものまたは板状のもの（複数ある
場合は、ひも等で束ねたものの最大の外周が１ｍ
以下のもの）

その他のもので幅および高さの合計が１ｍ未満のもの

物置（幅および高さの合計が２ｍ未満のもの）

(運搬処分)

１個 700円

サーフボード

室内用のサイクリング機

室内用のすべり台またはぶらんこ

ぶら下がり式の健康器具

自転車（幼児用三輪車を除く）

畳

その他のもので幅および高さの合計が１ｍ以上
２ｍ未満のもの

オルガン（電子オルガン含む）

(運搬処分)

１個 1,000円

室内用のランニング機

物置（幅および高さの合計が２ｍ以上のもの）

浴槽

洗面台

その他のもので幅および高さの合計が２ｍ以上のもの

その他の大型ごみで次のものは取扱いをしない
バッテリー、タイヤ、プロパンガスボンベ、自動車、オート
バイ、建設廃材、油缶（内容物を含む。）、農機具、消火器ボ
ンベ、太陽熱温水器、農薬や薬品、その他有毒性・危険性・
感染性・悪臭があるもの

（別表）
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今日の食をめぐる環境の変化の中で、子供た

ちが健全な心と身体を培い、社会に羽ばたくこ

とができるよう、また生涯にわたり生き生きと

暮らすことができるようにすることは重要です。

このためには、食体験を通して知識や技術、

選ぶ力などを習得し健全な食生活を実践するこ

とができるよう、食育の推進が求められます。

食育を推進するためには、食育基本法および

食育基本計画等を踏まえ、多様な関係機関の協

力や参加を得て国民運動として展開します。

食育推進基本計画では、食育に対する理解を

深めるため、個々が積極的に参加をし、豊かな

人間性と生きる力を身につけていくことが重要

であることから、毎年６月を食育月間として、

特に啓蒙普及を図り目的達成を目指しています。

食育月間の重点事項

食を通じたコミュニケーション

バランスのとれた食事

望ましい生活リズム

食を大切にする気持ち

食に関する様々な体験活動、食前食後の挨拶

の習慣化、環境への配慮、豊かな味覚の形成等

を促し、自然の恩恵や食に関わる人々の様々な

活動への感謝の念と理解を深める。

食に関する知識と選択力
食品の安全性、我が国の食料問題等に関する

意識と関心を高め、食に関する適切な知識と選

択する力の習得を図る。

６月は

です食食 育育 月月 間間

本町では、保育所・学校・地域等でそ

れぞれ食育の推進を図っています。

今年も、保育所や学校では、給食での

地産地消の推進、地域では愛育班を中心

としての親と子のふれあい教室などを計

画し実施します。

毎年６月から９月までの第１日曜日を全

町一斉清掃日と定め、環境衛生の保全、環

境美化の向上にご協力いただき「清流に緑

映え、人輝くまちかつうら」づくりに成果

をあげています。

本年も６月７日・７月５日
８月２日・９月６日

を予定しています。

※９月６日は防災訓練日と同じ日です。

各地区の区長さんや保健部長さんの指示

に従って、地区の実情にあった方法で、１

戸に１人は参加をしていただき、ご協力を

お願いします。
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徳島県

梅雨・台風などで土砂災害が発生し

やすいシーズンを迎えました。

土砂災害を防止するため、県ではさ

まざまな対策を行っていますが、それ

だけでは十分に被害を防ぐことはでき

ません。被害を最小限に抑えるために

は、一人ひとりが気象状況に注意して

避難することが大切です。

普段から避難場所や避難する方法を

決めておきましょう。がけ地や谷川に

異常を感じたときは、すぐに最寄りの町

役場、警察、または東部県土整備局（旧

徳島土木事務所）へご連絡ください。
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勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指

定
相
談
事
業
者
へ
委
託
し
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当

事
者
団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ

ヤ
ル
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

場所 相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

６
月

４
日
(木)

18
日
(木)

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時

日
時

徳島県立総合福
祉センター１階

徳島県立障害者交流プラザ３階 場
所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-ikuseikai
@kouryu-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinren
@kouryu-plaza.jp

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

区 分
申込書(※1)
の送付時期

受診券の
送付時期

受診券の
有効期限

Ｈ20．４．１に、長
寿医療制度の被保
険者になった方

医療機関等無受診者 なし Ｈ21．６月下旬 Ｈ21．12月末日

Ｈ20．４．１～Ｈ21．
１．31の間に、長寿
医療制度の被保険
者になった方

生活習慣病(※2)及び入院のな
い方

なし
Ｈ21．８月

(または9月)
Ｈ21．12月末日

Ｈ21．２．１以降、
長寿医療制度の被
保険者になる方

Ｈ21．２．１～Ｈ21．３．31に加入 Ｈ21.４月下旬 Ｈ21．６月下旬 Ｈ21．12月末日

Ｈ21．４．１～Ｈ21．５．31に加入 Ｈ21．６月中旬 Ｈ21．７月中旬 Ｈ21．12月末日

Ｈ21．６．１～Ｈ21．７．31に加入 Ｈ21．８月中旬 Ｈ21．９月中旬 Ｈ21．12月末日

Ｈ21．８．１～Ｈ21．９．30に加入 Ｈ21．10月中旬 Ｈ21．11月中旬 Ｈ21．12月末日

(※1)申込書は、往復ハガキを広域連合から送付します。また、送付時期ごとに申込締切日を設定します。
(※2)生活習慣病 糖尿病、高血圧性疾患，高脂血症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、

脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化

平成21年度
対 象 者

※内容については国保の特定健診と同じです。

※医師の判断に基づき実施する詳細項目（貧血、心電図、眼底）は行いません。実施した場合は受診
者の自己負担となります。

区 分 内 容

健
康
診
査

基
本
項
目

身 体 計 測 身長、体重、腹囲、ＢＭＩ

血 圧 収縮期血圧、拡張期血圧

血中脂質検査 中性脂肪、ＨＤＬ－コレステロール、ＬＤＬ－コレステロール

肝 機 能 検 査 ＧＯＴ、ＧＰＴ、γ－ＧＴＰ

血 糖 検 査 随時血糖，ヘモグロビンA１c

尿 検 査 糖，蛋白

追加健診
腎 機 能 検 査 血清クレアチニン

代 謝 系 検 査 血清尿酸

健診項目

・自己負担額は無料です。
・受診券の様式は、国保の特定健診の様式と同じです。（ピンク色）
・受診券は、広域連合から送付します。

そ の 他

����������������		
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道
路
交
通
法
が
変
わ
り
ま
し
た
！

★
悪
質
・
危
険
運
転
者
対
策

①
悪
質
・
危
険
運
転
者
に
対
す
る
免
許
取
消
後
の

新
た
に
運
転
免
許
を
取
得
で
き
な
い
期
間
が
大

幅
に
延
長
さ
れ
、
最
長
十
年
間
免
許
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
（
悪
質
な
違
反
…
故
意
の

交
通
事
故
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
、
酒
酔
い
運
転
、

麻
薬
等
運
転
、
ひ
き
逃
げ
、
道
路
外
致
死
傷
）

②
悪
質
・
危
険
な
違
反
の
点
数
が
大
幅
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
交
通
違
反
前
歴
や
累
積
点
な
し
で
も

取
り
消
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
酒
気
帯

び
運
転
で
も
、
取
り
消
し
の
対
象
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

★
高
齢
者
対
策

講
習
予
備
検
査(

認
知
機
能
検
査)

が
ス
タ
ー
ト

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
は
、
免
許
更
新

時
に
講
習
予
備
検
査(

運
転
に
必
要
な
記
憶
力
、
判

断
力
等
の
認
知
機
能
に
関
す
る
検
査)

を
受
け
、
そ

の
検
査
に
基
づ
い
た
「
高
齢
者
講
習
」
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。検
査
を
受
け
る
の
は
、
免
許

証
に
記
載
さ
れ
た
有
効
期
限
が
平
成
二
十
一
年
十

二
月
一
日
以
降
で
、
そ
の
と
き
の
年
齢
が
七
十
五

歳
以
上
の
方
か
ら
と
な
り
ま
す
。

六
月
、
七
月
の
猟
銃
講
習

★
経
験
者
講
習

６
月
11
日
(木)

阿
南
署

25
日
(木)

徳
島
北
署

７
月
８
日
(水)

三
好
署

22
日
(水)

徳
島
西
署

★
初
心
者
講
習

６
月
３
日
(水)

小
松
島
署

定
額
給
付
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の
申
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は
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早
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に
！

本
人
確
認
書
類
と
通
帳
の
写
し
を
お
忘
れ
な
く

14

月 日 実 施 場 所 対象地区

巡回がん検診

胃がん検診

結核・肺がん検診

大腸がん検診

７月２日(木) 農村環境改善センター 久国・棚野

７月３日(金) 生名センター 生名

７月14日(火) 農村婦人の家 山西・中角

７月30日(木) 農村環境改善センター 中山・与川内

婦人がん検診
乳がん検診

子宮がん検診

骨粗鬆症検診

７月12日(日) 農村環境改善センター 全地区対象

（ただし乳がん検診

については予約制

となります）

７月25日(土) 農村婦人の家

８月22日(土) 農村環境改善センター

７月以降の巡回がん検診および婦人がん検診の日程は次のとおりです。

【問い合わせ】 福祉課 保健師 （42）1502 I P 050（3438）7148

各地域を巡回して、次のとおりがん検診を実施します。受診を希望される方は、

地域の愛育班員さん、または、勝浦町福祉課へお申込ください。

午前８時～10時受付時間

※生活保護世帯の方、町民税非課税世帯の方および満70歳以上の方は無料です。
※胃がん検診を受診される方は、前日の夜９時以降何も飲食せずにおこしください。

種 類 対 象 者 検診料 検 査 内 容

胃がん検診 40歳以上の住民 1,000円 バリウムによる胃透視

結核・肺がん

検 診

40歳以上の住民 500円 レントゲン撮影

50歳以上の人で喫煙指数 (喫煙年数

×１日喫煙本数)が600を越える人ま

たは、半年以内に血痰があった人

800円 レントゲン撮影と喀痰検査

大腸がん検診 40歳以上の住民 1,100円 ２日間の便の潜血反応を判定

がん予防は、早期発見が重要です。
対象となる方は、必ず受診しましょう！

小
松
島
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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特定健診の受診券について

今や医療費の多くをがんや心臓病、脳卒中といった生活習慣病が占めています。

特定健診・特定保健事業は、生活習慣病のおおもととなるメタボリックシンドローム（内

臓脂肪症候群）の早期発見・改善を目的に40歳～74歳までの方を対象に行われます。

勝浦町国保に加入されている40歳～74歳までの方への受診券は、

７月下旬に発送予定です。

保険税の

決め方

その年に予測される医療費から、国などからの補助金と私たちが病院で支払う一部

負担金を差し引いた分が保険税となります。

国保税は、みなさんの医療費にあてられる
国保の大切な財源です。

国保税は、医療保険分と後期高齢者支援金分、40歳以上65歳未満の人は、介護保

険分を合わせて納めます。

保険税の総額は右記の４つの項目に割り振り、それらを組み合わせて世帯ごとの

保険税額が決まります。（※市町村により割り振り項目の組み合わせは異なります。）

平 等 割 一世帯にいくらと計算

均 等 割 世帯の加入者数に応じて計算

所 得 割 世帯の加入者の所得に応じて計算

資 産 割 世帯の加入者の資産に応じて計算

保険税

国や地方自治体

などの補助金

その年に予測

される医療費

病院での

一部負担金

保険税は国保の被保険者としての資格を得た月から納めます。例

えば、職場の健康保険を喪失した月、他の市町村から転入した月等

です。

保険税は国保の資格を得た６月までさかのぼっ

て納めます。

また、届出をした９月までは保険証がありませ

んので、その間の病院の医療費は全額自己負担に

なります。

６月に会社を辞め、９月に国保加入の届出をした人の場合

《たとえば》

会社をやめた

▼

この間の医療費は
全額自己負担

国保加入の届け出をした

▼

６月 ７月 ８月 ９月 10月

保険税の

納め方

国保の保険税は、世帯主が納める決まりになっています。世帯

主本人が職場の健康保険などに加入している場合でも、世帯内の

他の家族が国保に加入していれば、保険税納付の義務は世帯主に

あります。

保険税の納付
は世帯主が
納めます

����������������������������������������������������������������������������������
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国民年金の保険料は14，660円（平成21年度）ですが、経済的な理由等で保険料の納

付が困難な場合は、申請手続きをしていただくことにより、保険料の納付が免除（全

額免除・一部納付（一部免除））又は猶予される制度があり、次の３種類があります。

本人・世帯主・配偶者の所得が一定額以下の場合に申請手続することにより、保険料の納付

が全額免除又は一部納付（一部免除）となります。

なお、一部納付（一部免除）については、一部納付が未納の場合、一部免除が無効（未納と

同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の額に反映されません。また、万が一の時の障害基礎

年金や遺族基礎年金を受給できない場合があります。

30歳未満の方で本人・配偶者前年度所得が一定額（注）以下の場合に申請することにより、保

険料の納付が猶予されます。

（注）平成21年度の所得基準（申請者本人と配偶者の前年所得）（扶養親族の数＋１）×35万円＋22万円

学生（注１）で本人に前年度所得が一定額（注２）以下の場合に申請することにより、保険料の

納付が猶予されます。

（注１）大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種学校（修業年限が１年

以上の課程に在学している方（私立の各種学校については都道府県知事の認可を受けた学校に限

る））、一部の海外大学の日本分校に在学している方

（注２）平成21年度の所得基準（申請者本人の前年所得）

118万円＋扶養親族等の数×38万円＋社会保険料控除等

保険料の追納
保険料の免除や納付猶予を受けた期間は、保険料を全額納付したときに比べ、将来の老齢

基礎年金の額が少なくなります。

そこで、これらの期間は、10年以内であれば後から保険料を納めること（追納）ができま

すが、承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納すると、当時の保険料に

経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

手続き（申請）について

申請の時期については、①②当年７月から翌年７月まで③当年４月から翌年４月までの間

に住民登録をしている市区町村役場の国民年金担当窓口へ申請することになります。

申請書は、社会保険事務所または市町村役場の国民年金担当窓口に備え付けてあります。

所得基準の目安 月々の保険料 老齢基礎年金額

全額免除 （扶養親族の数＋１）×35万円＋22万円 全額が免除 １／３が反映

１／４納付
（３／４免除） 78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 3,670円 １／２が反映

半額納付
（半額免除） 118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 7,330円 ２／３が反映

３／４納付
（１／４免除） 158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 11,000円 ５／６が反映

免 除（全額免除・一部納付（一部免除））1

若年者納付猶予申請2

学生納付特例申請3

国民年金保険料を納めることが困難なときは

免除・納付猶予制度 をご利用ください
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「年金振込通知書」が送付されます

国民年金・厚生年金保険・船員保険の年金の支払いは、年６回偶数月（２月・

４月・６月・８月・10月・12月）に、それぞれの前２ヶ月分が支払われますが、

その年度に支給される年金額をお知らせする「年金振込通知書」の送付は、毎年

６月に送付しています。

この通知書は、向こう１年間の年金支払額をお知らせするものですが、郵便局

の窓口で年金送金通知書により現金で年金を受け取っている方は、年６回支払月

ごとに年金送金通知書が送付されます。

なお、年度途中で年金の支払額や支払金融機関などに変更があった場合は、そ

の都度、変更後の支払額や支払金融機関についてお知らせが送付されます。

※平成21年度の年金額は、平成20年度の年金額と同額となるため、「年金額改定通

知書」は送付されません。

年金受給者
の皆さまへ

国民年金保険料の付加保険料について

●国民年金第１号被保険者・任意加入被保険者が定額保険料に付加保険料を

プラスして納付すると、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。

付加保険料は、月額400円です。

付加保険料の受給額は、200円×付加保険料納付月数です。

例えば付加保険料を10年間納付した場合

付加保険料 ・・・ 400円×10年（120月）＝ 48，000円

付加年金額 ・・・ 200円×10年（120月）＝ 24，000円（年額）

付加年金を２年間受給すると納付した付加保険料総額と同額となります。

●付加年金は、任意加入です。

お申込窓口は、お住まいの市町村役場です。

付加年金は老齢基礎年金と合わせて受給できる終身年金です。

付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減額）はありません。

国民年金基金に加入中の方は、付加年金に加入することはできません。

付加保険料は、納付期間を過ぎると納付できません。

納付期限は翌月末日（休日・祝日の場合は翌営業日）です。
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ん な 健の 康み

６月の保健行事
〈問い合わせ〉勝浦町福祉課保健師

（42）1502 IP (代) 050（3438）7148

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

４ 木 巡 回 が ん 検 診 8:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

住 民 （横 瀬） 問診票

８ 月 巡 回 が ん 検 診 8:00～10:00 坂 本 集 会 所 住 民 （坂 本） 問診票

９ 火 股 関 節 脱 臼 検 診 15:15
勝 浦 病 院
（新館 多目的室）

平成21年１月１日
から４月30日まで
に生まれた子

母子健康手帳

10 水
健 康 相 談
生活習慣病予防教室

9:30～11:30 市ノ江集会所 住 民 健康手帳

16 火 巡 回 が ん 検 診 8:00～10:00
沼江コミュニ
ティセンター

住 民
（石原・沼江・掛谷）

問診票

18 木 巡 回 が ん 検 診 8:00～10:00
今山ふれあい
交 流 館

住 民 問診票

20 土 男 の 料 理 教 室 9:30～14:00
住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員
エプロン
テキスト

25 木 介護教室・健康相談 13:30～15:30 中 角 集 会 所 住 民 健康手帳

26 金 １歳６ヶ月児健康診査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成19年９月１日
から12月31日まで
に生まれた子

問診票
母子健康手帳

29 月
離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30 農村環境改善

セ ン タ ー

平成20年11月１日か
ら平成21年４月30日
までに生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00

新型インフルエンザの相談・対応窓口についてお知らせ

“新型インフルエンザかな？”と思ったときの

お問い合わせ、電話相談窓口は次のとおりです。

直接病院に行くのではなく、まず次のところ

に電話をして下さい。

■徳島県保健福祉部・医療健康総局健康増進課

（感染症・疾病対策室）

発熱ホットラインは24時間対応

088-621-2228 FAX 088-621-2841

新型インフルエンザ安心ダイヤル

フリーダイヤル 0120-960-005
午前９時～午後５時

■徳島県東部保健福祉局 徳島保健所

（疾病対策係）

088-602-8907 FAX 088-652-9334

対応時間：月～金 午前９時～午後５時

《町民の皆さんへ》

次の事柄について、日ごろから注意をし、

新型インフルエンザの予防に努めましょう。

咳エチケット、手洗い、うがいを必

ずしましょう。

不要・不急の外出を控え、人ごみに

は近づかないようにしましょう。

食事や休養を規則正しくとり体調を

整えておきましょう。

体温測定をし、日ごろの体温を知っ

ておきましょう。

情報は、テレビ･ラジオ・防災無線等

公共のものから正しく得ましょう。

勝浦町総務税務課 （42）2511 福祉課 （42）1502

IP (代) 050（3438）7148
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６
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５
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３
歳

２
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１
歳

９
ヵ
月

６
ヵ
月

３
ヵ
月

ＢＣＧ

ポリオ

ジフテリア（D）

百日せき（P）

破傷風（T）

１期

（DPT･DT）

注2，注3

２期
（DT）

麻しん（はしか）（M）

風しん（R）

（MR･M･R） 注4，注5

日本脳炎

注6

41日（６週間）以上の間隔をおいて２回接種を行います。

20日から56日まで（３～８週間）の間隔をおいて初回接種（３回）を行い、
初回接種終了後から６月以上の間隔をおいて追加接種を行います。

注１

５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年
間（いわゆる幼稚園、
保育所等の年長児）

13歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（中学１
年生に相当する年齢の者）

18歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（高校３
年生に相当する年齢の者）

平成17年５月30日以降、ワクチン接種の積極的勧奨が行われていません。

但し、接種希望者は定期接種として接種は可能です。

６日から28日まで（１～４週間）の間隔をおいて１期初回接種（２回）を行い、

１期初回接種終了後から概ね１年おいて１期追加接種を行います。

上の表の および は、予防接種法で定められた定期の予防接種の対象者です。病気にかかりやすい時

期を考慮して定められた期間（標準的な接種期間）である の期間中にできるだけ接種を受けましょう。また、

麻しんおよび風しんは標準的な接種期間はありませんが、麻しんは幼児期早期にかかってしまうことが多いた

め、お母さんからの免疫がなくなる生後12月以降なるべく早期に、１期の接種を受けましょう。 なお、この

３期・４期は、平成20年度から５年間の措置です。１期・２期の対象となるお子さんは該当しません。

注１：１期ＤＰＴ・ＤＴ（追加接種）の標準的な接種期間は、１期初回接種（３回、１期初回にＤＴを使用

する場合は２回）終了後12月に達した時から18月に達するまでの期間です。

注２：百日せきにかかったことが、明らかな場合でも、ＤＰＴもしくはＤＴが使用できます。ＤＴを使

用した場合の初回接種は２回です。また、ジフテリア、破傷風にかかったお子さんについても、

ＤＰＴもしくは、ＤＴを使用して差し支えありません。

注３：１期の初回接種は、同一種類のワクチンを必要回数接種します。

注４：麻しんおよび風しんについて同時に行う第１期、２期、３期又は４期の予防接種は、麻しん風し

ん混合ワクチン（ＭＲ）で接種を行うこととなります。

注５：麻しん又は風しんにかかったことが明らかな場合は、かかっていない方のワクチンを用いても麻

しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）を使用しても差し支えありません。

注６：日本脳炎ワクチンは６月２日(火)以降、新しくジェービックＶというワクチン名で実施されるようになりました。

詳しくは、医療機関にお問い合わせください。

予防接種は予防接種法に基づき、免疫水準を維持するため一人ひとりの健康状態に合わせ、
個別で実施しています。正しく理解した上で、計画的に接種年齢内に受けましょう。（定期接種
以外は、任意接種となり接種料金も実費となります。）
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何
故
、
こ
ん
な
に
も
人
権
が
奪
わ
れ
続

け
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
世
界
で
、
今
で

も
ま
た
一
つ
、
ま
た
一
つ
と
奪
わ
れ
て
い
っ

て
い
る
の
か
と
思
う
と
、
ぞ
っ
と
す
る
。

今
年
の
春
、
母
と
買
い
物
に
出
掛
け
た

と
き
の
こ
と
だ
っ
た
。
買
い
物
を
終
え
、

駐
車
場
へ
向
か
う
と
、
若
い
女
の
人
と
車

椅
子
に
乗
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
、
母
の
車

の
横
で
、
な
に
や
ら
戸
惑
っ
て
い
た
。
す

る
と
若
い
女
の
人
の
方
が
、
車
に
荷
物
を

乗
せ
よ
う
と
し
て
い
た
母
に
声
を
掛
け
て

き
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
が
、
母
が
不
自
由
し
て
お

り
ま
し
て
、
車
に
母
を
乗
せ
た
い
の
で
す

が
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
無
く
て
。
車
を

出
し
て
も
ら
っ
て
も
宜
し
い
で
し
ょ
う
か
。」

と
、
尋
ね
て
き
た
。
こ
の
人
の
言
う
母
と

は
、
き
っ
と
こ
の
車
椅
子
の
お
ば
あ
さ
ん

だ
ろ
う
。
そ
う
思
っ
て
お
ば
あ
さ
ん
を
ち

ら
っ
と
見
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
と
目
が
合
っ

た
。
そ
の
人
は
、
私
に
な
ん
だ
か
申
し
訳

な
さ
そ
う
な
、
悲
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ

た
。
私
は
に
こ
っ
と
笑
っ
た
ま
ま
、
軽
く

お
辞
儀
を
し
た
。
母
も
、
笑
顔
で
女
の
人

に
了
承
し
、
車
を
出
し
た
。
女
の
人
と
お

ば
あ
さ
ん
は
、
何
度
も
頭
を
下
げ
て
い
て
、

そ
の
度
私
と
母
は
、
お
辞
儀
を
返
し
て
い

た
。
そ
の
時
、
ふ
と
疑
問
が
生
ま
れ
た
。

「
何
故
あ
の
人
達
は
あ
ん
な
所
に
車
を
停

め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
障
害
者
専
用
の
駐

車
場
が
、
入
口
近
く
に
あ
っ
た
は
ず
な
の

に
。
」そ

う
思
っ
て
、
窓
か
ら
入
口
付
近
を
覗

い
た
。
す
る
と
、
さ
っ
き
の
疑
問
が
一
瞬

で
解
決
さ
れ
る
光
景
を
目
の
あ
た
り
に
し

た
。
障
害
者
専
用
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
は
、

私
が
見
た
所
に
は
二
つ
あ
っ
た
の
だ
が
、

そ
の
ど
ち
ら
に
も
車
が
停
め
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
車
の
持
ち
主
と
思
わ
れ
る
人
達
が
、

車
の
周
り
で
話
を
し
て
い
た
。
だ
が
そ
こ

に
は
、
ど
う
見
て
も
車
椅
子
に
乗
る
よ
う

な
人
は
い
な
く
て
、
数
人
の
若
者
が
タ
バ

コ
や
ら
お
酒
や
ら
を
そ
の
場
に
並
べ
、
た

だ
話
を
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ
こ
に

置
い
て
あ
る
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
お
酒
の

缶
の
数
か
ら
見
て
、
何
時
間
も
そ
こ
に
居

る
よ
う
で
あ
っ
た
。
き
っ
と
さ
っ
き
の
女

の
人
達
は
、
あ
そ
こ
に
「
停
め
な
か
っ
た
」

の
で
は
な
く
、「
停
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
の

だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
う
思
う
と
、
あ
の

若
者
達
が
し
た
こ
と
が
、
私
の
中
で
許
さ

れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
「
障
害
者
専
用
駐
車
場
に
停

め
る
健
常
者
の
実
態
」
と
い
う
特
別
番
組

を
し
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
こ
に
は
、
店

側
が
コ
ー
ン
を
置
い
て
い
た
り
鎖
で
駐
車

場
に
健
常
者
が
車
を
停
め
な
い
よ
う
に
柵

を
し
て
い
た
り
し
て
い
た
が
、
わ
ざ
わ
ざ

そ
れ
を
ど
け
て
ま
で
車
を
停
め
る
健
常
者

の
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
取

材
班
が
理
由
を
尋
ね
に
行
く
と
、「
入
口
に

近
い
か
ら
停
め
た
。
」
「
他
に
空
い
て
な
く

て
。
」
さ
ら
に
は
「
だ
っ
て
滅
多
に
そ
ん
な

人
停
め
な
い
で
し
ょ
う
。」
と
い
う
声
も
。

さ
ら
に
は
「
車
椅
子
の
友
人
を
迎
え
に
来

た
。
」
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
二
時
間
後
、

そ
ん
な
友
人
い
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
と
で

も
言
う
か
の
よ
う
に
、
一
人
で
買
い
物
袋

を
提
げ
て
き
て
、
何
く
わ
ぬ
顔
で
さ
っ
さ

と
車
に
乗
り
込
み
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
い

く
人
も
い
た
。
そ
ん
な
実
態
を
見
た
私
は
、

あ
の
と
き
の
体
験
は
、
決
し
て
珍
し
い
こ

と
で
は
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

呆
然
と
し
て
い
た
私
の
耳
に
聞
こ
え
て
き

た
の
は
、
あ
れ
だ
け
ひ
ど
い
人
権
無
視
の

実
態
を
視
聴
者
に
見
せ
て
お
い
て
、「
あ
な

た
の
心
掛
け
一
つ
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題

は
解
決
へ
導
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
」
と
、

簡
潔
に
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
司
会
者
の
一

言
だ
っ
た
。

私
は
、
ま
だ
車
を
運
転
で
き
る
年
齢
で

は
な
い
。
だ
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
気
持

ち
と
い
う
の
は
分
か
ら
な
い
が
、
本
当
に

出
入
り
口
に
近
い
と
こ
ろ
の
駐
車
が
必
要

な
人
達
の
こ
と
を
、
見
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し

て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
は
分

か
る
。
も
う
二
度
と
あ
の
お
ば
あ
さ
ん
の

よ
う
な
、
あ
ん
な
悲
し
い
笑
顔
を
誰
か
に

浮
か
べ
さ
せ
た
く
な
い
と
思
っ
た
。
だ
が
、

私
の
よ
う
な
子
供
で
は
、
ど
う
す
る
こ
と

も
出
来
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
し
か
し
、

子
供
だ
か
ら
こ
そ
、
大
人
が
気
づ
か
な
い

よ
う
な
こ
と
に
気
づ
け
る
こ
と
だ
っ
て
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
大
人
達
に
伝
え
る

こ
と
は
出
来
る
。

私
は
一
度
、
あ
の
時
と
ま
た
同
じ
よ
う

に
、
障
害
者
用
駐
車
場
に
、
一
般
の
人
が

車
を
停
め
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

入
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
を
発
見
し

た
。
私
は
、
そ
の
光
景
に
腹
が
立
ち
、
直

接
面
と
向
か
っ
て
言
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
が
、「
そ
の
場
所
を
必
要
と
す
る
人
が
他

に
い
る
の
に
。
な
ん
で
停
め
る
ん
。」
と
言
っ

た
。
す
る
と
そ
の
人
は
私
の
声
が
聞
こ
え

て
い
た
の
か
、
一
度
こ
ち
ら
に
驚
い
た
よ

う
な
顔
を
向
け
た
。
だ
が
、
そ
の
人
は
、

そ
の
ま
ま
店
へ
と
入
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
私
は
、
そ
の
人
の
心
に
私
の

言
葉
が
届
い
て
く
れ
た
こ
と
を
信
じ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
も
し
私
が
ま
た
あ
の
よ
う

な
光
景
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
時
、
今
度

は
直
接
言
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

車
椅
子
の
人
だ
っ
て
ど
ん
な
人
だ
っ
て
、

楽
し
く
買
い
物
を
す
る
権
利
を
奪
っ
て
は

い
け
な
い
。
勿
論
、
そ
の
他
の
こ
と
で
も

そ
う
な
の
だ
が
。
最
初
に
私
が
出
会
っ
た
、

あ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
よ
う
に
悲
し
い
笑
顔

を
つ
く
る
人
を
、
私
は
も
う
絶
対
に
見
た

く
な
い
と
思
っ
た
。

悲
し
い
笑
顔
を
な
く
し
た
い

平
成
二
十
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
よ
り



病
む
妻
の
介
護
に
明
け
暮
れ
る
も
勤
め
な
れ
ど
連
れ
合
う
吾
も

共
に
老
い
た
り

坂
本

山

口

昭

市

〈
評
〉
こ
こ
に
も
長
寿
国
日
本
の
現
実
が
歌
わ
れ
た
。
ど
う
ぞ

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

山
に
来
て
聞
く
う
ぐ
い
す
の
初
音
な
り
平
和
な
今
日
の
よ
ろ
こ

び
と
し
て

横
瀬

廣
安
美
枝
子

〈
評
〉
鶯
の
初
音
を
聴
い
た
よ
ろ
こ
び
を
「
平
和
」
と
捉
え
た

の
が
よ
い
。

長
生
き
は
辛
い
と
嘆
く
夫
な
る
も
痛
み
な
き
日
は
何
よ
り
の
幸

棚
野

田

中

茂

子

〈
評
〉
長
生
き
は
辛
い
と
嘆
く
人
の
あ
る
こ
と
も
、
も
っ
と
多

く
の
人
が
知
る
こ
と
が
大
切
と
感
じ
さ
せ
る
よ
い
歌
。

風
力
発
電
の
巨
大
風
車
の
六
基
見
ゆ
勝
浦
、
上
勝
山
並
み
の
上

横
瀬

日

下

克

子

淋
み
し
く
は
な
い
と
言
い
た
る
電
話
口
一
人
暮
ら
し
は
川
の
音
の
み

坂
本

平

尾

智

男

砂
浴
び
す
る
雀
の
た
め
に
駐
車
場
の
仕
事
残
り
の
砂
を
掃
き
寄
す

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

気
だ
る
気
に
鳴
く
山
鳩
の
今
朝
の
声
老
い
の
私
が
聞
い
て
い
る
な
り

立
川

堀

梅

子

自
家
製
の
新
茶
に
そ
え
て
手
作
り
の
お
は
ぎ
供
え
る
姑
の
命
日

横
瀬

桜
木
千
代
子

十
四
時
間
の
時
差
越
え
届
く
紐
育

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
クの

寒
さ
に
も
慣
れ
し
と
息こ

の
声
近
し

与
川
内

植

松

寄

子

時
な
ら
ぬ
電
話
お
ど
お
ど
手
に
と
れ
ば
遙
か
息こ

の
声「
達
者
か
」と
言
う

中
山

溝
内
喜
美
代

誰
の
子
が
育
っ
て
い
る
か
知
ら
ぬ
牛
は
巨
大
な
乳
房
を
吾
が
子
に
与
え
る

棚
野

島

つ
と
む

八
十
路
来
て
漫
才
コ
ン
ビ
を
考
え
る
人
あ
り
老
人
ホ
ー
ム
に
笑
い
を
与
え
る

横
瀬

林

と
み
え

水
の
あ
る
容
器
に
わ
ざ
わ
ざ
入
れ
て
あ
る
無
人
売
り
場
の
菠
薐
草

ほ
う
れ
ん
そ
う

買
う

棚
野

田

中

久

子

児
童
よ
り
優
し
き
手
紙
も
ら
い
た
り
育
て
し
親
の
暮
ら
し
見
え
く
る

横
瀬

平
山
美
千
江

蜜
柑
の
木
全
て
切
ら
れ
し
畑
な
り
淋
み
し
く
な
る
秋
知
ら
ず
笹
鳴
く

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

戒
名
を
唱
え
ば
面
影
浮
か
び
き
て
笑
顔
も
あ
り
し
諭
さ
る
る
も
あ
り

坂
本

木

下

茂

子

穏
や
か
に
過
ぎ
ゆ
く
一
日
雨
の
音
聞
き
つ
つ
夫
と
草
餅
作
る

生
名

岩

本

敏

子

聞
き
返
し
確
か
む
る
事
の
多
く
な
り
若
人
頼
り
の「
有
難
う
」と
言
う

横
瀬

丸

関

朋

子

水
仙
の
凛
と
咲
き
た
る
朝
に
し
て
背
す
じ
を
伸
ば
し
パ
ー
ト
に
急
ぐ

坂
本

菅
内
久
美
子

白
梅
の
香
り
も
入
れ
て
孫
達
へ
今
年
最
後
の
み
か
ん
荷
作
る

中
角

花

岡

福

枝

久
し
振
り
友
と
話
せ
る
長
電
話
声
を
つ
ま
ら
せ
泣
き
笑
い
す
る

中
山

猪
谷
喜
美
代

若
き
日
は
可
能
で
あ
り
し
と
こ
ぼ
す
こ
と
ま
た
一
つ
増
え
老
い
の
道
行
く

棚
野

殿

川

早

苗

や
が
て
百
歳
を
迎
え
る
吾
の
人
生
よ
昔
を
偲
び
て
寝
付
か
れ
ず
い
る

横
瀬

西

蔭

達

男

星
取
り
寺
一
諸
に
来
た
る
友
は
亡
く
昔
と
変
わ
ら
ず
桜
咲
き
い
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

二
十
年
使
い
し
電
話
機
取
り
替
え
て
操
作
す
る
の
に
戸
惑
い
て
お
り

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に
！

本
人
確
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と
通
帳
の
写
し
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六
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田
万
里

七
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山
香
月

次
回
作
品
募
集

皆
さ
ん
、「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
は
、「
い
じ
め
」

な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
専
門
相
談

電
話
で
す
。
悩
み
や
疑
問
が
あ
っ
た
ら
お
聞
か

せ
下
さ
い
。
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
を
は
じ

め
と
す
る
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
徳
島
地
方
法

務
局
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
な
お
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

六
月
二
十
八
日
(日)
か
ら
七
月
四
日
(土)
ま
で
の

七
日
間
は
、
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
の

全
国
一
斉
強
化
週
間
で
す
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
、
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
七
時
ま
で
、
土
曜
日
・
日
曜
日

は
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
電
話
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
電
話
番
号
は
「
０
１
２
０

（
０
０
７
）１
１
０
」
で
す
。

な
お
、
通
常
は
平
日
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
十
五
分
ま
で
相
談
を

受
け
て
お
り
、
土
曜
日
・

日
曜
日
・
祝
日
は
留
守
番

電
話
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
に
つ
い
て

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
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ボランティアグループ「勝浦を考える会」あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

１日（月） 山 西 山西集会所横の自転車置場付近

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

２日（火） 山 西 山西集会所横の自転車置場付近

９日（火） 中 山 中 山 集 会 所 前

16日（火） 立 川 前田さん宅前ごみフェンス横

23日（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

４日(木)・18日(木) 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

５日(金)・19日(金) 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

分別ステーション設置地区は、毎日出すこ

とができますが、年末年始等の連休には集中

しないように計画的に出してください。

日 時 ６月18日(木)
午前９時から午後４時まで

場 所 勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬 速水商店前）

方 法 リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、
不適品は持ち帰っていただきます。

綿100％古着回収のお知らせ

粘着物
粘着テープ、シール、ワッペン類、糊が
多量に使われているもの

金 属 金具がついたファイル、金属クリップ類

フィルム
や合成樹脂

フィルム類、セロハン、発泡スチロール、
プラスチック製品、ビニールコート紙

特殊な薬剤
が塗布
された紙

耐水性段ボール、紙コップなどのワック
ス加工紙、酒の紙パック、写真、油紙、
レシートなどの感熱紙、カーボン紙、ペッ
トのえさ袋

その他
カセットテープ、アルバム、手さげ紐が
ビニールの紙袋、セメント、ビニールが
含まれた米袋、紙以外のもの最近、犬の飼い主のマナーが

悪くなってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中のフン
の放置はやめましょう。

11日(木)・25日(木)

※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。

不用犬
引き取り日

�9�:,5
�,4;,.<

=5>#,?0

��������������

� !"	
�#$�%&'()*+,-.�/

01234567

� 89�: "#$%�&�'()#"�&*'

)#+,�&�'(-#.�&*'
;<=:�>?@;A�:

� !"	
�BC�%&'DEFGH

01234567

� 89�: )#-�&�'(%+�&*'

-#"�&�'(%/�&*'
;<=:�>?@;A�:

cdefghid�jgklm\n:opq

rsQ\]^tuv:op�wxyzq

�h{[|}xQZaP�[^

������

~����{�W���v��n��Z*]^

������

IJKL4
������{�W���n]^

MNOP�QRSTU
�'�h�}i��|}{��W���

#�zJ�����W ¡x��n��Z*]^

VWX�YZ�P
¢£¤¥xm¦§^�[¨zW©ªZ«¬��

®¯�°±x²ªO��{�Wv®¯�

°±qW�]^

®¯�³��[O°±W®¯�qW�]^

�� !"�#"$%&'()

012345´ µ¶·¸¹º �»¼½¾¿Àl¿

ÁÂ»Ã¾lÀlÄk¼kÅÆÇ¿¼Å

����������������		

��

������



定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に
！

本
人
確
認
書
類
と
通
帳
の
写
し
を
お
忘
れ
な
く

23

再 生 石 田 衣 良

べっぴん 諸 田 玲 子

魔 欲 山 田 宗 樹

ガール・ミーツ・ガール 誉 田 哲 也

生きなおす力 柳 田 邦 男

桜の園 神代教授の日常と謎 篠田真由美

マイ*ブルー*ヘブン 小 路 幸 也

遠い椿 澤田ふじ子

ゼロの王国 鹿島田真希

三人姉妹 大島真寿美

プロメテウスの涙 乾 ル カ

きりこについて 西 加奈子

海 松 稲 葉 真 弓

徒然王子 第２部 島 田 雅 彦

マリリン・モンローという女 藤本ひとみ

天使と悪魔 ダン・ブラウン

メタボリック症候群 小田原雅人

脳から変えるダメな自分 ＮＨＫ出版

母ひとり、娘ひとり 大沢あかね

おバカでも明るい育て方 キャサリン

【児童書】

あーちゃんのおにいちゃん ねじめ正一

100かいだてのいえ いわいとしお

マーロンおばさんのむすこたち 穂 高 順 也

とらねこさんおはいんなさい 山 脇 恭

おたまじゃくしのチャム 竹中マユミ

ごきぶり大王 K・チェコフスキー

うみのいえのなつやすみ 青 山 友 美

ライオンとぼく 垂 石 眞 子

ドラゴンまるのぼうけん １～４ 永 井 郁 子

新 着図 書の 一部 紹介

６
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

★おはなし会

28日(日) 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読
み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください。

山 崎 豊 子

運命の人

一・二

取材・執筆に８年を費やした待望の巨編。

戦後政治の闇に挑んだ新聞記者の愛と挫折

再生のドラマ。

西 條 奈 加

恋 細 工

一匹狼の天才職人時蔵

と細工師を志す飾工房の

娘お凛。贅沢品が禁止さ

れた江戸の町を舞台に細

工にかける情熱と哀しく

切ない恋模様。

真 山 仁

レッドゾーン

上・下

1兆5,000億ドルの外貨準備高を元手に中

国が日本最大の自動車メーカーを買い叩く！

史上最大の買収劇。

川 崎 敏 和

（阿南高専准教授）

折り紙
夢ＷＯＲＬＤ

１枚の紙から折り出される幻想的で知的

なアートの世界。
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広報かつうら５月号５ページ、勝浦町役場職員配置図の

記事で、議会事務局の「参事兼局長 前田晃司」は正しく

は、「局長 前田晃司」です。「主事 長友清美」は正しく

は「係長 長友清美」です。

訂正しお詫び申し上げます。

善意ありがとうございました
（４月16日～５月15日）

休日年金相談

日 時 ６月13日(土)

午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

時間延長年金相談

日 時 毎週月曜日

午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

ねんきんダイヤル

年金請求に関する相談 0570（05）1165

年金受給している方の相談 0570（07）1165

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

人 口（平成21年４月30日現在）

世帯数 2,168戸

男性 2,979人

女性 3,178人

計 6,157人

出生 男 １人 女 ２人 計 ３人

死亡 男 ２人 女 ０人 計 ２人

転入 男 18人 女 15人 計 33人

転出 男 17人 女 ９人 計 26人

大字三溪字平 清 水 文 雄（88歳）

おくやみ申します

ご結婚おめでとう

（
大字三溪字下川原

大字沼江字夫婦松

堂 免 達 也

柏 原 友 希

（
大字久国字馬場

阿南市

信 政 泰 史

山 川 奈 美

６月 勝浦郡夜間救急当番表

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

中 岡 由 光 さん（与川内）

から善意銀行に善意がよせられました。あり

がとうございました。
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